
（河内狭山藩主）

（（（（大和国郡山城））））

（（（（讃岐高松藩主））））

（（（（島津家 17代目当主）））） （出羽久保田藩主）

（岐阜県美濃国）

（陸奥相馬氏第 16代当主）

（阿波国徳島藩祖）

（常陸宍戸藩主 茨城県）

（出羽米沢藩主）

（出羽米沢藩家老） （室町幕府第15代（最後）の将軍）

（尾張国 織田信長の父）

（主君 織田信長→信孝→豊臣秀吉→秀頼）

（信濃国 真田信繁の父）

（美濃国 豊臣秀吉に仕える）

（織田信長の次女相応院の婿）

名護屋城周辺の陣跡 (文禄・慶長時代)

（筑後三池藩藩祖） （九鬼水軍 海賊大名 三重県）

（下野国 宇都宮国綱国綱国綱国綱 栃木県栃木県栃木県栃木県） （主君豊臣秀吉） （近江国水口岡山城主）

（伊勢国安濃津城主？）

（織田信長の四男 家臣羽柴秀吉が養嗣子として迎え入れた。）
（備中浅尾藩主）

（ ）

（ ）

（近江国甲賀郡の出） （徳川氏の家臣 徳川四天王）

（第3代当主・北条氏康の五男）

（相模国小田原藩祖）

（越後村上藩 村上頼勝）

（毛利元就の三男 小早川家当主）

（摂津国大坂藩）

（山城久世郡御牧村の豪族）
（尾張国 水野忠政の九男）

（常陸片野藩主？）

（豊前小倉藩初代藩主 肥後細川家初代 （豊臣氏の家臣 本姓は森氏）

（江戸幕府初代征夷大将軍）

正室 明智光秀の娘・玉子 ガラシャ）

（安芸広島藩主 主君 豊臣秀吉→秀頼→徳川家康） （松浦党波多信時の家臣）

（豊臣氏家臣 秀吉の側近）

（肥前国平戸藩初代藩主）

加藤清正

（常陸真壁藩主 豊臣政権五奉行筆頭）

（主君 信長→秀吉→家康）

（肥後熊本藩初代藩主）

（伊予今治藩主）
（伊予国 村上水軍の一族）

（淡路洲本藩主。後に伊予大洲藩初代藩主）

（対馬府中藩初代藩主）

（仙台藩初代藩主）

（伊予松山藩主→陸奥会津藩主）
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（おおともよしむね）

（竹中半兵衛の嫡子）

（備中足守藩第2代藩主）

（丹波国山家藩主 京都府）

（長州藩の藩祖）

（飛騨高山藩初代藩主）

（周防国岩国領初代領主）
（美濃国清水に 1万 2000石を与えられて大名となる）

（？）

（豊臣氏の家臣）

（尾張国出身 信長・秀吉に仕える）

（主君 足利義輝→義昭→信長→秀吉→秀頼→家康→秀忠）

（近江大津藩主、若狭小浜藩初代藩主）

（土佐藩初代藩主）

（肥前国の勝尾城主）

（伊予今治藩主。後に伊勢津藩の初代藩主）
（豊臣政権の五奉行の一人）

（信濃松本藩主 石川 康長）

（因幡鹿野藩初代藩主 鳥取県）

（大和国宇陀松山藩主 織田信長の次男）

（あおき かずのり）（淡路国の国衆（土豪）? ）

（肥前佐賀藩の藩祖
[
）

（越後国新発田藩の初代藩主）

（宇喜多氏最後の当主 備前美作 57万 4,000 石）

（但馬国出石城主 兵庫県）

（美濃長谷川藩主）

※秀吉の家臣となり馬廻を務めた
（陸奥棚倉藩主、筑後柳河藩の初代藩主）

（豊臣秀吉の姉・瑞龍院日秀の子 ）

※後に豊臣秀長の婿養子となる。

（安土桃山時代の武将。豊臣氏の家臣）

（越後福嶋藩の初代藩主） （土佐国の戦国大名）

（越前敦賀城主）

（常陸麻生藩の第 2代藩主）（ふるたしげなり）

（信濃上田藩の初代藩主、後に信濃松代藩の初代藩主）

（肥前国鬼子岳城（岸岳城）城主）

（大和国小泉藩の初代藩主）

（備中国足守藩主）

（陸奥国の武将、戦国大名）（下野国の戦国大名）

（豊後日出藩主）

（豊後国臼杵藩初代藩主）

（肥後宇土城主 キリシタン大名）

（信濃小諸藩の初代藩主。出石藩仙石家初代＝但馬国）

（かすやさねかつ 糟屋 武則）

（大分郡内で 1万 3000 石の大名）（加賀藩主前田氏の祖。豊臣政権の五大老の一人）

（丹羽長秀の長男）

（越前北ノ庄藩初代藩主）

※豊臣秀吉の正室高台院の兄の子

※茶人・古田織部

（九州平定に従軍。のち美濃国清水に 12000 石の大名）

※豊臣政権下の五大老の一人

（豊臣秀吉の従兄弟。豊臣家の一門衆。越前北ノ庄城主）

※織田秀信の九番隊に属して朝鮮に渡海

慶長の役では目付として従軍
文禄の役：高麗舟奉行[5]、後に漢城へ駐屯

※123 万石を相続→加賀松任 4万石

※父昌幸、弟信繁（真田幸村）

（大友氏の第22代当主。大友宗麟の嫡男）

※文禄の役では渡海し、朝鮮出兵の総奉行を務める

（下総古河藩主、信濃飯田藩主を経て、信濃松本藩の初代藩主となる）


